
自治体名 東京都板橋区 人口 579,001人 事業費 30,933千円

事業概要

実際の揺れを体感することで大規模地震の被害や備えを学ぶことのできる起震車による地震体験は、町会等が行
う防災訓練などへの参加を促す重要なツールのひとつとなっている。訓練参加者の固定化・高齢化が喫緊の課題と
なっている中、VR（仮想現実）技術によりいっそうの臨場感を感じられる新しい機能を有した防災訓練サービスを
導入することで、防災DXを推進するとともに、特に若年層の訓練参加を促し、地域の防災力向上につなげる。

具体

サービス

【VR防災訓練サービス】

VR防災訓練サービスは、最新のVR技術を
活用し、起震装置のゆれと連携した360度
の地震被害の映像を体験できるものである。
• VRにより、街中や自宅、学校など異な

るシチュエーションでの地震被体験可能
• シチュエーションに応じた防災教育ガイダ

ンスで、災害時の様々な留意点を学ぶ
ことが可能

• VRゴーグルを装着し、ゲーム感覚で地
震体験が可能

主な

KPI

【アウトプット指標（活動指標）】
①VR防災訓練の実施件数
②学校授業でのVR防災訓練実施件数

【アウトカム指標（成果指標）】
①学校授業での活用における満足度
②いたばし防災＋フェアにおける体験者数

事業概要 【VR防災訓練サービスによる地域防災力向上事業】

若者の町会加入者減少に
よる住民防災組織の高齢化

防災訓練のマンネリ化
訓練参加者の固定化

ゆれに連動したリアルな
VR防災訓練サービスを導入

地域の防災訓練やイベント、
学校の防災授業で活用

幅広い層の防災知識の習得
による地域の防災力向上

若者がゲーム感覚で
楽しみながら訓練に参加

手 法

課 題

目 標
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